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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スキャナ機能、データ送信機能、データ圧縮機能を有する読み取りデータ送信装置であ
って、
　設定された内容でデータ処理を行った原稿を読み取る原稿読み取り手段と、原稿から読
み取ったデータを指示されたファイルフォーマットで圧縮処理するデータ圧縮手段と、圧
縮されたデータを選択可能な送信先に送信するデータ送信手段と、前記データ送信手段毎
に設定された送信容量の制限確認を行う送信容量制限確認手段と、領域分離手段とを具備
し、
　上記送信容量制限確認手段は、上記送信用圧縮データ容量が上記データ送信手段に設定
された送信容量の制限範囲外にあると確認された場合、最初に指定したデータ送信手段と
は異なる別のデータ送信手段が複数個設定されているかを判断する機能と、前記別のデー
タ送信手段が前記最初に指定したデータ送信手段よりも送信容量制限の大きなデータを送
信可能であるかを判断する機能と、前記別のデータ送信手段が前記最初に指定したデータ
送信手段よりも送信容量制限の大きなデータを送信可能である場合、送信用圧縮データ容
量が前記別のデータ送信手段に設定された送信容量の制限範囲内にあるかを判断する機能
と、前記送信用圧縮データ容量が前記別のデータ送信手段に設定された送信容量の制限範
囲内にあると判断された場合、読み取りデータを前記最初に指定したデータ送信手段とは
異なる前記別のデータ送信手段で設定した送信先へ送信する機能とを備え、
　前記領域分離手段は、上記送信用圧縮データ容量が上記別のデータ送信手段に設定され
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た送信容量の制限範囲外にあると判断された場合、送信しようとしている全データの各ペ
ージの文字領域と図形領域との領域分離を行う機能を備え、上記送信容量制限確認手段は
、この領域分離した文字領域と図形領域をそれぞれの領域の広さ順に各ページに対して再
圧縮処理の順番を付ける機能と、その順番に従って１ページずつ再圧縮処理を行う機能と
、各ページを再圧縮する毎に前記送信用圧縮データ容量が前記別のデータ送信手段に設定
された送信容量の制限範囲内にあるかを判断する機能と、前記送信用圧縮データ容量が前
記別のデータ送信手段に設定された送信容量の制限範囲内にあると判断された場合、読み
取りデータを前記別のデータ送信手段で設定した送信先へ送信する機能とを備えている読
み取りデータ送信装置。
【請求項２】
　上記送信容量制限確認手段は、上記領域分離手段が送信しようとしている全データの各
ページを領域分離した結果、領域分離したページ内が文字領域のみであるかを判断する機
能と、前記領域分離したページ内が文字領域のみであると判断した場合、そのページの解
像度を低下させる機能とを備えている請求項１に記載の読み取りデータ送信装置。
【請求項３】
　上記領域分離手段は、読み取った原稿の領域分離を行う機能を備え、上記送信容量制限
確認手段は、領域分離した原稿が白黒原稿であるかを判断する機能と、前記領域分離した
原稿が白黒原稿であると判断した場合、白黒原稿のページデータを白黒画像に変換する機
能とを備えている請求項１に記載の読み取りデータ送信装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、読み取りデータ送信装置に関し、特に、読み取りデータを送信先へ送信するデ
ータ送信手段に応じて最適な設定を行うことにより、ネットワークに接続されるネットワ
ーク対応型スキャナ装置などの読み取りデータ送信装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来の技術では、一般的には一意に標準設定を設定しておき、環境に関する考慮はされて
いない。
そのため、一旦読み取ったデータを実際送信すると、容量オーバーが発生してしまい、再
度データの読み込みから行う必要があった。
【０００３】
また、特許文献１では、１ページ毎の容量制限設定を行うことにより、トータル容量の制
限を行うことを提案している。
【０００４】
【特許文献１】
特開２０００－１９６８３９号公報
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、この発案では、ページ毎の容量制限を行うため、一般的に容量の大きくなるイメ
ージデータなどのデータは低解像度に変換され、テキストデータなどのデータについては
、高解像度で読み込み処理がなされることになる。
【０００６】
これについては、通常ユーザーはテキストデータに関しては、それほど高解像度ではなく
てもよく、イメージデータに関しては、高解像度での読み込みを望むものである。
よって、ユーザーの欲するイメージとは異なった形態のデータになると考えられる。
また、容量制限は、制限容量よりほんのわずか容量が多い場合も存在する。
【０００７】
特許文献１に開示されたように、複数ページの場合、それぞれのページを全体的に圧縮率
や解像度を変更することにより、容量は減るものの、全体的にイメージを低下させ、再度
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全ページの再圧縮処理を行うため、効率が損なわれるという問題も存在する。
【０００８】
そこで、本発明は、送信データの容量制限を確認しつつ、ページ毎にイメージ低下を起こ
しても問題が発生しにくい（画像低下してもイメージを損なわない）ページからデータ圧
縮率を高めながら、全体の送信（転送）ファイル容量の調整を行うことにより、送信先（
サーバー）間の転送時の容量制限などによる転送エラーなく、且つユーザーがなるべく満
足の行く画像をユーザーの手元に届けることが可能な読み取りデータ送信装置を提供する
ことを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
本発明の読み取りデータ送信装置は、スキャナ機能、データ送信機能、データ圧縮機能を
有する読み取りデータ送信装置であって、設定された内容でデータ処理を行った原稿を読
み取る原稿読み取り手段と、原稿から読み取ったデータを指示されたファイルフォーマッ
トで圧縮処理するデータ圧縮手段と、圧縮されたデータを選択可能な送信先に送信するデ
ータ送信手段と、前記データ送信手段毎に設定された送信容量の制限確認を行う送信容量
制限確認手段とを具備し、前記送信容量制限確認手段が、送信用圧縮データ容量が前記デ
ータ送信手段に設定された送信容量の制限範囲内にあると確認された場合、読み取りデー
タを指定したデータ送信手段で設定した送信先へ送信する機能を備えたことを特徴とする
構成を有するものである。
【００１０】
本発明は、原稿読み取り手段が設定された内容でデータ処理を行った原稿を読み取り、ユ
ーザーの設定した内容で原稿のデータ処理を行った後、データ圧縮手段が原稿から読み取
ったデータを指示されたファイルフォーマット（圧縮／解像度／カラー・白黒など）で圧
縮処理し、スキャンデータ圧縮を行う。
その後、送信容量制限確認手段がデータ送信手段毎にあらかじめ設定された送信容量制限
の確認を行い、送信用圧縮データ容量がデータ送信手段に設定された送信容量の制限範囲
内である場合は、読み取りデータをユーザーの指定したデータ送信手段を用いてユーザー
の指定した送信先へ送信する。
【００１１】
本発明の読み取りデータ送信装置は、上記送信容量制限確認手段が、上記送信用圧縮デー
タ容量が上記データ送信手段に設定された送信容量の制限範囲外にあると確認された場合
、最初に指定したデータ送信手段とは異なる別のデータ送信手段が複数個設定されている
かを判断する機能と、前記別のデータ送信手段が前記最初に指定したデータ送信手段より
も送信容量制限の大きなデータを送信可能であるかを判断する機能と、前記別のデータ送
信手段が前記最初に指定したデータ送信手段よりも送信容量制限の大きなデータを送信可
能である場合、送信用圧縮データ容量が前記別のデータ送信手段に設定された送信容量の
制限範囲内にあるかを判断する機能と、前記送信用圧縮データ容量が前記別のデータ送信
手段に設定された送信容量の制限範囲内にあると判断された場合、読み取りデータを前記
最初に指定したデータ送信手段とは異なる前記別のデータ送信手段で設定した送信先へ送
信する機能とを備えている。
【００１２】
本発明は、送信用圧縮データ容量がデータ送信手段に設定された送信容量制限をオーバー
した場合、送信容量制限確認手段がユーザーの最初に指定したデータ送信手段とは異なる
別のデータ送信手段が複数個設定されているかどうかを判断し、また、それと同時に、別
のデータ送信手段が最初に指定したデータ送信手段よりも送信容量制限の大きなデータを
送信できるかどうかを判断し、別のデータ送信手段が最初に指定したデータ送信手段より
も送信容量制限の大きなデータを送信可能である場合、データ処理を行った送信用圧縮デ
ータ容量が別のデータ送信手段に設定された送信容量の制限範囲内であるかを判断し、送
信用圧縮データ容量が別のデータ送信手段に設定された送信容量の制限範囲内である場合
は、読み取りデータをユーザーの最初に指定したデータ送信手段とは異なった別のデータ
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送信手段を用いてユーザの指定した送信先へ送信する。
【００１３】
本発明の読み取りデータ送信装置は、さらに、領域分離手段を具備し、前記領域分離手段
が、上記送信用圧縮データ容量が上記別のデータ送信手段に設定された送信容量の制限範
囲外にあると判断された場合、送信しようとしている全データの各ページの文字領域と図
形領域との領域分離を行う機能を備え、上記送信容量制限確認手段が、この領域分離した
文字領域、もしくは図形領域をその領域の広さ順に各ページの再圧縮処理の順番を付ける
機能と、その順番に従って１ページずつ再圧縮処理を行う機能と、各ページを再圧縮する
毎に前記送信用圧縮データ容量が前記別のデータ送信手段に設定された送信容量の制限範
囲内にあるかを判断する機能と、前記送信用圧縮データ容量が前記別のデータ送信手段に
設定された送信容量の制限範囲内にあると判断された場合、読み取りデータを前記別のデ
ータ送信手段で設定した送信先へ送信する機能とを備えている。
【００１４】
本発明によれば、ユーザーの送信したいデータが設定されているデータ送信手段では、送
信用圧縮データ容量が別のデータ送信手段に設定された送信容量制限をオーバーすると判
断された場合、領域分離手段がユーザーの送信しようとしている全データの各ページの領
域分離を行う。
また、送信容量制限確認手段がこの領域分離した文字領域、もしくは図形領域をその領域
の広さ順に各ページの再圧縮処理の順番を付け、その順番に従って１ページずつ再圧縮処
理を行い、各ページを再圧縮する毎に送信用圧縮データ容量が別のデータ送信手段に設定
された送信容量の制限範囲内に収まらないかをチェックして、データ送信に問題が無いと
判断された時点で、読み取りデータをユーザーの指定した別のデータ送信手段を用いてユ
ーザーの指定した送信先へ送信する。
【００１５】
本発明の読み取りデータ送信装置は、上記送信容量制限確認手段が、上記領域分離手段が
送信しようとしている全データの各ページを領域分離した結果、領域分離したページ内が
文字領域のみであるかを判断する機能と、前記領域分離したページ内が文字領域のみであ
ると判断した場合、そのページの解像度を低下させる機能とを備えている。
【００１６】
本発明によれば、領域分離手段が送信しようとしている全データの各ページを領域分離し
た結果、領域分離したページ内が文字領域のみであると判断した場合、そのページの解像
度を低下させる。
また、各ページのデータ圧縮（解像度低下）をする毎に、送信用圧縮データ容量が別のデ
ータ送信手段に設定された送信容量の制限範囲内に収まらないかをチェックして、データ
送信に問題が無いと考えられる時点で、読み取りデータをユーザーの指定した別のデータ
送信手段を用いてユーザーの指定した送信先へ送信する。
【００１７】
本発明の読み取りデータ送信装置は、上記領域分離手段が、読み取った原稿の領域分離を
行う機能を備え、上記送信容量制限確認手段が、領域分離した原稿が白黒原稿であるかを
判断する機能と、前記領域分離した原稿が白黒原稿であると判断した場合、白黒原稿のペ
ージデータを白黒画像に変換する機能とを備えている。
【００１８】
本発明によれば、領域分離手段が読み取った原稿の領域分離を行う際に、カラー原稿であ
るか、もしくは白黒原稿であるかを判断し、領域分離した原稿が白黒原稿であると判断し
た場合、白黒原稿のページデータを白黒画像に変換する。
このことにより、送信用圧縮データ容量が別のデータ送信手段に設定された送信容量の制
限範囲内に収まらないかをチェックして、データ送信に問題が無いと考えられる時点で、
読み取りデータをユーザーの指定した別のデータ送信手段を用いてユーザーの指定した送
信先へ送信する。
【００１９】
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【発明の実施の形態】
本発明の実施の一形態について、図面に基づいて以下に詳細に説明する。
図１は本発明に係わる読み取りデータ送信装置の一実施形態であるスキャナの概略構成を
基本構成に示す説明図である。
本発明の読み取りデータ送信装置は、スキャナ機能、データ送信機能、データ圧縮機能を
有し、設定された内容でデータ処理を行った原稿を読み取る原稿読み取り手段である原稿
読み取り装置１０１と、原稿から読み取ったデータを指示されたファイルフォーマットで
圧縮処理するデータ圧縮手段であるデータ圧縮部１０２と、圧縮されたデータを選択可能
な送信先に送信するデータ送信手段と、データ送信手段毎に設定された送信容量の制限確
認を行う送信容量制限確認手段であるＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　
Ｕｎｉｔ；中央処理装置）１０４とを具備し、ＣＰＵ１０４が、送信用圧縮データ容量が
データ送信手段に設定された送信容量の制限範囲内にあると確認された場合、読み取りデ
ータを指定したデータ送信手段で設定した送信先へ送信する機能を備えている。
【００２０】
本発明の読み取りデータ送信装置は、ＣＰＵ１０４が、送信用圧縮データ容量がデータ送
信手段に設定された送信容量の制限範囲外にあると確認された場合、最初に指定したデー
タ送信手段とは異なる別のデータ送信手段が複数個設定されているかを判断する機能と、
別のデータ送信手段が最初に指定したデータ送信手段よりも送信容量制限の大きなデータ
を送信可能であるかを判断する機能と、別のデータ送信手段が最初に指定したデータ送信
手段よりも送信容量制限の大きなデータを送信可能である場合、送信用圧縮データ容量が
別のデータ送信手段に設定された送信容量の制限範囲内にあるかを判断する機能と、送信
用圧縮データ容量が別のデータ送信手段に設定された送信容量の制限範囲内にあると判断
された場合、読み取りデータを最初に指定したデータ送信手段とは異なる別のデータ送信
手段で設定した送信先へ送信する機能とを備えている。
【００２１】
本発明の読み取りデータ送信装置は、さらに、領域分離手段である領域分離部１０６を具
備し、領域分離部１０６が、送信用圧縮データ容量が別のデータ送信手段に設定された送
信容量の制限範囲外にあると判断された場合、送信しようとしている全データの各ページ
の文字領域と図形領域との領域分離を行う機能を備え、ＣＰＵ１０４が、この領域分離し
た文字領域、もしくは図形領域をその領域の広さ順に各ページの再圧縮処理の順番を付け
る機能と、その順番に従って１ページずつ再圧縮処理を行う機能と、各ページを再圧縮す
る毎に送信用圧縮データ容量が別のデータ送信手段に設定された送信容量の制限範囲内に
あるかを判断する機能と、送信用圧縮データ容量が別のデータ送信手段に設定された送信
容量の制限範囲内にあると判断された場合、読み取りデータを別のデータ送信手段で設定
した送信先へ送信する機能とを備えている。
【００２２】
本発明の読み取りデータ送信装置は、ＣＰＵ１０４が、領域分離部１０６が送信しようと
している全データの各ページを領域分離した結果、領域分離したページ内が文字領域のみ
であるかを判断する機能と、領域分離したページ内が文字領域のみであると判断した場合
、そのページの解像度を低下させる機能とを備えている。
【００２３】
本発明の読み取りデータ送信装置は、領域分離部１０６が、読み取った原稿の領域分離を
行う機能を備え、ＣＰＵ１０４が、領域分離した原稿が白黒原稿であるかを判断する機能
と、領域分離した原稿が白黒原稿であると判断した場合、白黒原稿のページデータを白黒
画像に変換する機能とを備えている。
【００２４】
図１において、１００は読み取りデータ送信装置であるスキャナの基本構成である。
スキャナは、図１に示すように、原稿読み取り装置１０１、データ圧縮部１０２、操作部
１０３、ＣＰＵ１０４、送信先記憶部１０５、領域分離部１０６、メモリ１０７、ＲＯＭ
（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）１０８、及び通信制御部１０９から構成されてい
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る。
【００２５】
スキャナの電源投入により、ＲＯＭ１０８に記憶されているプログラムをＣＰＵ１０４で
実行し、メモリ１０７に記憶されている設定値などを操作部１０３にて表示し、管理者で
あれば、デフォルト値の修正などの管理業務を行い、また、一般の装置利用者であれば、
宛て先の設定や実際のデータの読み込み，送信操作を行い、設定値などのデータはメモリ
１０７に設定値を記憶する。
【００２６】
実際のデータの読み込み操作であれば、原稿読み取り装置１０１で原稿から送信データを
読み込んだ後に、一旦メモリ１０７にデータを貯められた後に、送信先記憶部１０５の発
信先（アドレス）２０３から送信先アドレスを読み出し、設定内容によっては、データ圧
縮部１０２にてデータの圧縮処理を行った後、通信制御部１０９より送信先へネットワー
クを用いて、読み込みデータを送信する。また、本実施形態において、原稿の領域分離を
領域分離部１０６にて処理を行う。
【００２７】
図２は本発明に係わる読み取りデータ送信装置の操作部でユーザーにより設定される送信
先設定表の一例を示す説明図である。
送信先に関しては、図２に示すように、あらかじめ送信先を設定した送信先設定表２００
を作成する。
【００２８】
ユーザーは、名前（通称）２０１を用いて送信先を選択できるようにする。
その際、ユーザーが送信先へデータ転送（送信）するデータ送信手段としての発信先（手
段）２０２と、ネットワークで用いられるアドレスを示した発信先（アドレス）２０３を
設定する。
【００２９】
また、変更の可・不可を示す変更２０４に、ユーザーが読み取りデータ送信を用いるデー
タ送信手段で送信容量制限が発生した場合に、異なったデータ送信手段で読み取りデータ
の送信を試みてよいかどうかの設定を行う。
【００３０】
また、そのデータ送信手段で認められる送信（転送）容量の制限容量を制限（Ｍ）２０５
にあらかじめユーザー（管理者）が容量を設定しておき、読み取りデータの送信を行う際
、このデータと読み取りデータとの容量比較を行う。
【００３１】
送信容量の制限は、一般的にメールでは、１ＭＢ（ｍｅｇａ　ｂｙｔｅ）の容量を超える
メールはマナー違反とされており、各メール転送を行うメールサーバーで扱える容量を超
えたメールである場合は、メールを破棄してもしょうがないこととなっている。
【００３２】
また、同様に、ＦＴＰ（Ｆｉｌｅ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）についても、
各サーバーの記憶装置の容量により大きなファイルをＦＴＰされた場合、管理者により破
棄されることも考えられるため、容量を調整することが必要となる。
【００３３】
図３は本発明に係わる読み取りデータ送信装置をネットワークに接続したネットワーク構
成を示す説明図である。
図３において、３００は読み取りデータ送信装置であるスキャナをネットワークに接続し
たネットワーク構成である。
ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ；ローカルエリアネットワーク）３１０
内には、図３に示すように、ネットワーク３１１に接続されたスキャナ３０１とＦＴＰサ
ーバー３０２とメールサーバー３０３とクライアントＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐ
ｕｔｅｒ）３０４とクライアントＰＣ３０５が設置されている。
【００３４】
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また、ＬＡＮ３１２内には、図３に示すように、ネットワーク３１３に接続されたＦＴＰ
サーバー３０６とメールサーバー３０７とクライアントＰＣ３０８とクライアントＰＣ３
０９が設置されている。
【００３５】
さらに、ＬＡＮ３１０とＬＡＮ３１２とは、図３に示すように、ＷＡＮ（Ｗｉｄｅ　Ａｒ
ｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ；広域ネットワーク）３１４を介して接続されている。
【００３６】
図３に示すネットワーク構成３００は、ＬＡＮ３１０内で使用する際、スキャナ３０１で
読み取ったデータをＦＴＰサーバー３０２やメールサーバー３０３に一旦データ送信した
後、ＦＴＰやメールの形態で各サーバー３０２，３０３に蓄えられた読み取りデータをユ
ーザーの使用しているクライアントＰＣ３０４やクライアントＰＣ３０５へ送信するため
の構成例を示している。
【００３７】
また、社外や部門外などの場合へスキャナ３０１で読み取ったデータを送信先へ送信する
ための構成を示している。
【００３８】
メールを用いたデータ送信の際は、スキャナ３０１で読み取ったデータを一旦ＬＡＮ３１
０内に存在するメールサーバー３０３にデータを蓄え、ＷＡＮ３１４を経由してデータを
送信先のＬＡＮ３１２内のメールサーバー３０７へデータ送信する。
【００３９】
受信先ユーザーは、通常ユーザーの使用しているクライアントＰＣ３０８やクライアント
ＰＣ３０９を用いて、このメールサーバー３０７にメールが届いているかどうかを問い合
わせ、メールが届いている際は、メールサーバー３０７にある受信データを受信する。
【００４０】
ＦＴＰの際は、スキャナ３０１で読み取ったデータは、ＬＡＮ３１０内のＦＴＰサーバー
３０２を経由せず、直接送信先のユーザーがアクセスできるＦＴＰサーバー３０６に読み
取りデータをＷＡＮ３１４を経由して送信する。
【００４１】
受信先のユーザーは、メールなどのデータ送信手段によりあらかじめＦＴＰサーバー３０
６にデータが置かれていることを通知され、ＦＴＰサーバー３０６にデータを取りに行く
ことにより、受信データを受信することができる。
【００４２】
読み取りデータのＦＴＰ先への送信終了通知については、ＦＴＰで送信したことをユーザ
ー本人が送信先に電話することや、自動的にスキャナ３０１からのメールをユーザーや送
信先に発信することなど、従来技術として存在している。
【００４３】
本発明は、以上の構成を用いた上で先に示した問題が発生することなく、ユーザーの送信
しようとしているデータをデータ送信する手段を示す。
【００４４】
また、本発明の実施形態にて「圧縮」との記載をしているが、ファイルフォーマット上の
ファイル圧縮のみならず、解像度を落とすことにより、データ容量を減らす意味も特許文
献１と同様に有している。
【００４５】
また、カラー原稿を考慮した場合、原稿が白黒原稿である場合、カラー原稿として扱うの
ではなく、白黒原稿として扱うことによりデータ容量を減らすことができる。
【００４６】
図４は本発明に係わる読み取りデータ送信装置における基本処理の流れを説明するフロー
チャートである。
次に、本発明の基本処理の流れを、図４に示す基本フロー４００を用いて説明する。
まず、ユーザーが設定した送信先及びデータ形式に従ってデータ処理を進める。
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読み取ろうとする原稿を、原稿読み取り装置１０１を用いて読み取り処理を行う（ステッ
プＳ４０１）。
【００４７】
読み取ったデータは、圧縮処理を行い（ステップＳ４０２）、ユーザーの指示したファイ
ルフォーマットで圧縮処理を行う。
【００４８】
圧縮されたデータは、あらかじめユーザー（管理者を含む）の設定したデータ送信手段の
送信容量の制限に従い、送信ファイル容量判定を行う（ステップＳ４０３）。
【００４９】
この際、ステップＳ４０３の送信ファイル容量判定において、送信しようとしている圧縮
したデータのファイル容量がデータ送信手段に設定された送信容量の制限よりも少ない容
量範囲内であり、データ送信に問題が無いと判断された場合、送信処理を行い（ステップ
Ｓ４１２）、ユーザーの設定した送信先へ読み取りデータを送信し、送信処理を終了する
。
【００５０】
ステップＳ４０３の送信ファイル容量判定において、送信しようとしている圧縮したデー
タのファイル容量がデータ送信手段に設定された送信容量の制限よりも多い容量範囲外で
あり、データ送信に問題が有ると判断された場合、送信手段変更判定を行い（ステップＳ
４０４）、ステップＳ４０４の送信手段変更判定にて、データ送信手段を複数個設定され
ているかどうかの判定と、データ送信手段を変更してよいかどうかの判定を行う。
【００５１】
ステップＳ４０４の送信手段変更判定において、データ送信手段が変更可であると判断さ
れた場合、送信手段変更処理を行う（ステップＳ４０５）。
【００５２】
詳細に説明すると、図２に示す送信先設定表２００の発信先（手段）２０２にて、データ
送信手段が複数個設定されており、変更２０４の設定で、データ送信手段を変更してよい
と設定されていた場合、もしくは、ユーザーが任意にデータ送信手段を変更することによ
り、ステップＳ４０５の送信手段変更処理にて、先に設定されていたデータ送信手段より
も、より多量のファイルデータを送信できる手段にデータ送信手段を変更する。
【００５３】
データ送信手段を変更した後、送信ファイル容量判定を行い（ステップＳ４０６）、その
データ送信手段で送信できる送信容量の制限容量を制限（Ｍ）２０５から読み出し、ステ
ップＳ４０６の送信ファイル容量判定にて、送信しようとしている圧縮したデータのファ
イル容量と変更したデータ送信手段に設定された送信容量の制限容量との容量比較を行い
、ファイルデータを送信可能であるかの判定を行う。
【００５４】
ステップＳ４０６の送信ファイル容量判定にて、送信しようとしている圧縮したデータの
ファイル容量が変更したデータ送信手段に設定された送信容量の制限よりも少ない容量範
囲内であると判断された場合、送信処理を行い（ステップＳ４１２）、ユーザーの設定し
た送信先へ読み取りデータを送信し、送信処理を終了する。
【００５５】
ステップＳ４０４の送信手段変更判定において、データ送信手段が変更不可であると判断
された場合、または、ステップＳ４０６の送信ファイル容量判定において、送信しようと
している圧縮したデータのファイル容量が変更したデータ送信手段に設定された送信容量
の制限よりも多い容量範囲外であると判断された場合、領域分離部１０６を用いて領域分
離処理を行う（ステップＳ４０７）。
【００５６】
詳細に説明すると、ステップＳ４０４の送信手段変更判定にて、データ送信手段が複数個
設定されていない場合や、データ送信手段を変更してはいけない設定の場合、もしくは、
ユーザーが任意にデータ送信手段の変更を望まない場合、または、ステップＳ４０６の送
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信ファイル容量判定にて、送信しようとしている圧縮したデータのファイル容量がまだ多
いと判断された場合、領域分離処理を行う（ステップＳ４０７）。
【００５７】
ステップＳ４０７の領域分離処理を行うことにより、各ページの文字や図形などの領域率
などを割り出す。
【００５８】
領域分離したデータは、領域分離順位データ作成処理を行い（ステップＳ４０８）、ステ
ップＳ４０８の領域分離順位データ作成処理により、どの順番で各ページの再圧縮処理を
行うかの順番付けを行う。
ステップＳ４０８の領域分離順位データ作成処理については、別途説明を行う。
【００５９】
各ページの再圧縮処理を行うかの順番付けをした後は、圧縮率変更処理を行い（ステップ
Ｓ４０９）、ステップＳ４０９の圧縮率変更処理により、ユーザーによって設定されてい
るデータ圧縮率をより高いものに変更する。
このことにより、読み取りデータの可逆性は損なわれるものの、ファイル容量は少なくな
る。
【００６０】
次いで、指定ページの圧縮処理を行い（ステップＳ４１０）、先にステップＳ４０８の領
域分離順位データ作成処理により、各ページの再圧縮処理順番通りに、ステップＳ４１０
の指定ページの圧縮処理にて、ページ毎の再圧縮処理を行う。
【００６１】
再圧縮されたページデータは、他のページと統合され、再度、送信ファイル容量判定を行
い（ステップＳ４１１）、ステップＳ４１１の送信ファイル容量判定にて、送信しようと
している再圧縮したページデータのファイル容量と変更したデータ送信手段に設定された
送信容量の制限容量との容量比較を行い、ページデータを送信可能であるかの判定を行う
。
【００６２】
ステップＳ４１１の送信ファイル容量判定にて、送信しようとしている再圧縮したページ
データのファイル容量が変更したデータ送信手段に設定された送信容量の制限よりも少な
い容量範囲内であると判断された場合、送信処理を行い（ステップＳ４１２）、ユーザー
の設定した送信先へ読み取りデータを送信し、送信処理を終了する。
【００６３】
ステップＳ４１１の送信ファイル容量判定にて、まだ、送信しようとしている再圧縮した
ページデータのファイル容量が変更したデータ送信手段に設定された送信容量の制限より
も多い容量範囲外であると判断された場合、ステップＳ４１０に戻り、次のページを順位
付け通りに、ステップＳ４１０の指定ページの圧縮処理とステップＳ４１１の送信ファイ
ル容量判定を交互に繰り返す。
【００６４】
以上の基本処理により、各ページデータのイメージを損なうことなく、ユーザーの意図し
たファイルの転送（送信）を行うことができる。
【００６５】
また、この基本処理の際、全ページを再圧縮しても送信ファイル容量が制限範囲内に収ま
らない場合が存在する。
この場合は、ユーザーの設定などにより再度圧縮率を高めるべく、再圧縮処理を行い（ス
テップＳ４１３）、ステップＳ４１３の再圧縮処理にて、ステップＳ４０９の圧縮率変更
処理、ステップＳ４１０の指定ページの圧縮処理、ステップＳ４１１の送信ファイル容量
判定の処理を行うことが可能である。
【００６６】
また、ステップＳ４１３の再圧縮処理で、さらなるページのデータ圧縮率を高めることを
行えば、画質がユーザーの意図したイメージからかけ離れたものとなることが考えられる
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ため、従来の技術であるファイルの分割などの手段を用いることができる。
【００６７】
図５は本発明に係わる読み取りデータ送信装置における領域分離順位データ作成処理の流
れを詳細に説明するフローチャートである。
図６は領域分離順位データ作成処理により作成される領域分離データ表の一例を示す説明
図である。
図７は領域分離の文字領域、もしくは図形領域の広さ順に順位付けした各ページの圧縮率
変更順位の一例を示す説明図である。
ステップＳ４０８の領域分離順位データ作成処理の詳細処理を説明する。
まず、全てのページの領域分離処理データ比較を行うため、最終ページ判定を行う（ステ
ップＳ５０１）。
【００６８】
最終ページでない場合（ステップＳ５０１“Ｎ”）、領域比較を行い（ステップＳ５０２
）、ステップＳ５０２の領域比較により、図６の領域分離データ表６００に示すように、
各ページの文字領域、図形領域の割合を割り出す。
このことにより、図６に示すように、領域分離データ表６００の文字領域率、図形領域率
の数値が算出される。
【００６９】
次いで、領域差比較データを作成する（ステップＳ５０３）。
【００７０】
最終ページである場合（ステップＳ５０１“Ｙ”）、処理順序統合処理を行う（ステップ
Ｓ５０４）。
【００７１】
一例として図６に示している領域分離データ表６００では、文字領域率と図形領域率の差
異を数値の大きな領域に数値を入れる計算をした結果を示している。このことにより、文
字領域率の高い順及び図領域率の高い順を知ることができる。
【００７２】
データの可逆性の問題で、一般的に、文字データについては、文字認識できる程度であれ
ば、データ圧縮率を高めても、文字の認識率はそれほど落ちない。
それに対して、図形データについては、データ圧縮率を高めると、図形のイメージを損な
うこととなる。
【００７３】
このことから、領域分離の処理順位付けを行うにあたり、より文字領域率の高いものから
順に始める。
また、図形領域率が高いものについては、より図形領域の広いものほど少しの圧縮率を高
めてもファイル容量が減る傾向があることから、より少ないページデータでの可逆性の低
下に抑えるため、順位を図形領域の広いものから順に順位付けを行い、図７に示すような
圧縮率変更順位６０１を決定する。
【００７４】
ただし、読み取りデータの送信先での使用法によっては、これに当てはまらない場合が存
在する。
例えば、送信先ユーザーが読み取りデータを用いてＯＣＲ（Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｃｈａｒａ
ｃｔｅｒ　Ｒｅａｄｅｒ；光学式文字読み取り装置）による文字認識処理を行うことがあ
らかじめはっきりしている場合などでは、文字領域率の高いページへ圧縮率を高めると、
文字認識率が低下することは明白である。
このことから、送信先での読み取りデータの使用法から、文字領域率の高いものは、ステ
ップＳ４１３の再圧縮処理を行わないために、図７に示す圧縮率変更順位６０１からその
ページを省くことも可能である。
【００７５】
また、圧縮をする際、先に示したが、ファイルフォーマット上での圧縮率の変更のみなら
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ず、原稿読み取り装置１０１の場合は、ページの解像度を落とすことにより、データ圧縮
率を高めることが可能である。
【００７６】
特に、図６に示す領域分離データ表６００では、６ページ目データの場合、ページ内に文
字領域以外の図形領域は認識できない。
このような際は、例えば、６００ｄｐｉから３００ｄｐｉにページ６の解像度を落とすこ
とにより、４分の１程度にまでファイル容量を落とすことができ、また、そのファイルに
ファイルフォーマットでの圧縮処理を行うことにより、よりファイル容量の少ないページ
ファイルを作成することが可能となる。
【００７７】
ＯＣＲによる文字認識処理においても漢字のように文字認識率の低い言語以外では、解像
度を落しても、さほど文字認識に影響を与えないことも一般的に知られているため、解像
度変換も特に文字部分に対しては、有効な圧縮方法となる。
【００７８】
図８は本発明に係わる読み取りデータ送信装置における原稿の読み取り処理の流れを詳細
に説明するフローチャートである。
次に、図８に示す白黒判定７００の詳細処理を説明する。
ステップＳ４０１の原稿の読み取り処理を行う際、領域分離を行い（ステップＳ７０１）
、その原稿にカラー画像が含まれているかどうかを白黒原稿判定する（ステップＳ７０２
）。
【００７９】
この際、原稿が白黒原稿であると判断された場合（ステップＳ７０２“Ｙ”）、読み取り
データを白黒フォーマット化する（ステップＳ７０３）。
このことにより、白黒原稿をカラーデータで保存する場合と比べて約４分の１のデータ容
量となり、データを圧縮することができる。
【００８０】
また、ユーザーがＯＣＲによる文字認識処理を目的とした場合、ステップＳ７０３の白黒
フォーマット化の処理をページ内が文字領域のみのデータであるとの判断のみ処理するこ
とにより、ＯＣＲの文字認識率が上がると共に、データ容量の圧縮にも有効となる。
【００８１】
【発明の効果】
以上に述べたように、本発明の読み取りデータ送信装置によれば、原稿読み取り手段が設
定された内容でデータ処理を行った原稿を読み取るので、ユーザーの設定した内容で原稿
のデータ処理を行うことができ、データ圧縮手段が原稿から読み取ったデータを指示され
たファイルフォーマット（圧縮／解像度／カラー・白黒など）で圧縮処理するので、スキ
ャンデータ圧縮を行うことができ、送信容量制限確認手段がデータ送信手段毎にあらかじ
め設定された送信容量制限のチェックを行うことにより、送信前に送信先（中継サーバー
など）でのメールなどのメール容量制限などによる送信データ消去などによる送信エラー
の発生を未然に防ぐことが可能となり、送信用圧縮データ容量がデータ送信手段に設定さ
れた送信容量の制限範囲内である場合は、読み取りデータをユーザーの指定したデータ送
信手段を用いてユーザーの指定した送信先へ送信することができる。
【００８２】
本発明の読み取りデータ送信装置によれば、送信用圧縮データ容量がデータ送信手段に設
定された送信容量制限をオーバーした場合、送信容量制限確認手段がユーザーの最初に指
定したデータ送信手段とは異なる別のデータ送信手段が複数個設定されているかどうかを
判断し、また、それと同時に、別のデータ送信手段が最初に指定したデータ送信手段より
も送信容量制限の大きなデータを送信できるかどうかを判断し、別のデータ送信手段が最
初に指定したデータ送信手段よりも送信容量制限の大きなデータを送信可能である場合、
データ処理を行った送信用圧縮データ容量が別のデータ送信手段に設定された送信容量の
制限範囲内であるかを判断し、送信先へのデータ送信手段が複数個存在する場合、事前に
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登録しておくことによりデータ処理手段を変更することなく、データ送信手段を変更する
ことができ、送信用圧縮データ容量が別のデータ送信手段に設定された送信容量の制限範
囲内である場合は、読み取りデータをユーザーの最初に指定したデータ送信手段とは異な
った別のデータ送信手段を用いてユーザの指定した送信先へ送信することができる。
【００８３】
本発明の読み取りデータ送信装置によれば、ユーザーの送信したいデータが設定されてい
るデータ送信手段では、送信用圧縮データ容量が別のデータ送信手段に設定された送信容
量制限をオーバーすると判断された場合、領域分離手段がユーザーの送信しようとしてい
る全データの各ページの領域分離を行い、送信容量制限確認手段がこの領域分離した文字
領域、もしくは図形領域をその領域の広さ順に各ページの再圧縮処理の順番を付け、その
順番に従って１ページずつ再圧縮処理を行い、各ページを再圧縮する毎に送信用圧縮デー
タ容量が別のデータ送信手段に設定された送信容量の制限範囲内に収まらないかをチェッ
クして、データ送信に問題が無いと判断された時点で、読み取りデータをユーザーの指定
した別のデータ送信手段を用いてユーザーの指定した送信先へ送信することができ、再度
データ圧縮率を高めることにより、圧縮してファイル容量を少なくし、データ送信時のエ
ラーをなくすことができる。
また、画像のイメージ損傷をできる限り抑えるため、領域分離を行い、効果が見込めるペ
ージから再圧縮処理を行うことで、できるだけ少ないページへのイメージ損傷と圧縮効果
を高めることができる。
【００８４】
本発明の読み取りデータ送信装置によれば、領域分離手段が送信しようとしている全デー
タの各ページを領域分離した結果、領域分離したページ内が文字領域のみであると判断し
た場合、そのページの解像度を低下させ、各ページのデータ圧縮（解像度低下）をする毎
に、送信用圧縮データ容量が別のデータ送信手段に設定された送信容量の制限範囲内に収
まらないかをチェックして、データ送信に問題が無いと考えられる時点で、読み取りデー
タをユーザーの指定した別のデータ送信手段を用いてユーザーの指定した送信先へ送信す
ることができ、文字領域のみのページの場合、解像度を半分にすることにより、ファイル
容量は４分の１に低下し、また、圧縮フォーマットを用いることで、さらなるファイル容
量の低下を見込める。
その際、文字データについては、一定解像度以上であれば、人間の捕らえるイメージのみ
ならず、ＯＣＲなどにも影響なく利用できる。
【００８５】
本発明の読み取りデータ送信装置によれば、領域分離手段が読み取った原稿の領域分離を
行う際に、カラー原稿であるか、もしくは白黒原稿であるかを判断し、領域分離した原稿
が白黒原稿であると判断した場合、白黒原稿のページデータを白黒画像に変換することに
より、送信用圧縮データ容量が別のデータ送信手段に設定された送信容量の制限範囲内に
収まらないかをチェックして、データ送信に問題が無いと考えられる時点で、読み取りデ
ータをユーザーの指定した別のデータ送信手段を用いてユーザーの指定した送信先へ送信
することができ、白黒原稿をカラーデータとして扱うのではなく、白黒データとして扱う
ことにより、約４分の１のファイル容量となり、また、文字データなどの場合は、ＯＣＲ
処理し易くなる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係わる読み取りデータ送信装置の一実施形態であるスキャナの概略構成
を基本構成に示す説明図。
【図２】本発明に係わる読み取りデータ送信装置の操作部でユーザーにより設定される送
信先設定表の一例を示す説明図。
【図３】本発明に係わる読み取りデータ送信装置をネットワークに接続したネットワーク
構成を示す説明図。
【図４】本発明に係わる読み取りデータ送信装置における基本処理の流れを説明するフロ
ーチャート。
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【図５】本発明に係わる読み取りデータ送信装置における領域分離順位データ作成処理の
流れを詳細に説明するフローチャート。
【図６】領域分離順位データ作成処理により作成される領域分離データ表の一例を示す説
明図。
【図７】領域分離の文字領域、もしくは図形領域の広さ順に順位付けした各ページの圧縮
率変更順位の一例を示す説明図。
【図８】本発明に係わる読み取りデータ送信装置における原稿の読み取り処理の流れを詳
細に説明するフローチャート。
【符号の説明】
１００　スキャナ（読み取りデータ送信装置）の基本構成
１０１　原稿読み取り装置１０１
１０２　データ圧縮部
１０３　操作部
１０４　ＣＰＵ
１０５　送信先記憶部
１０６　領域分離部
１０７　メモリ
１０８　ＲＯＭ
１０９　通信制御部
２００　送信先設定表
２０１　名前(名称）
２０２　発信先（手段）
２０３　発信先（アドレス）
２０４　変更
２０５　制限（Ｍ）
３００　ネットワーク構成
３０１　スキャナ
３０２　ＦＴＰサーバー
３０３　メールサーバー
３０４　クライアントＰＣ
３０５　クライアントＰＣ
３０６　ＦＴＰサーバー
３０７　メールサーバー
３０８　クライアントＰＣ
３０９　クライアントＰＣ
３１０　ＬＡＮ
３１１　ネットワーク
３１２　ＬＡＮ
３１３　ネットワーク
３１４　ＷＡＮ
４００　基本フロー
６００　領域分離データ表
６０１　圧縮率変更順位
７００　白黒判定



(14) JP 4101042 B2 2008.6.11

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】 【図５】

【図６】

【図７】



(15) JP 4101042 B2 2008.6.11

【図８】



(16) JP 4101042 B2 2008.6.11

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００１－１８９８０６（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－１８６２９９（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－１５０６５４（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－３３６４６６（ＪＰ，Ａ）
              特開平０９－０８１７６３（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04N   1/00
              H04N   1/21
              H04N   1/32
              H04N   1/40
              H04N   1/413


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

